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今
、
世
界
で
成
功
し
て
い
る
大
学
に

共
通
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
文
理

融
合
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、
そ
の

考
え
を
２
０
１
７
年
４
月
に
開
設
し
た

図
書
館
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
」

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
建

築
に
つ
い
て
は
、
工
学
や
理
学
、
デ
ザ

イ
ン
、
歴
史
な
ど
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
る
よ
う
に
独
自
の
分
類
で
図
書
を

配
架
し
、
専
門
と
い
う
壁
を
突
き
破
っ

て
学
生
が
風
通
し
よ
く
学
べ
る
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
世
界
的
に
著
名
な
研
究
者

を
招
い
て
本
学
の
研
究
者
と
の
交
流
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
若
手
の
研
究
者
に
と
っ
て
そ
う

し
た
研
究
者
と
接
点
を
持
つ
こ
と
は
国

際
舞
台
で
飛
躍
す
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

に
な
り
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
研
究

者
が
本
学
か
ら
育
つ
環
境
づ
く
り
も
、

国
際
競
争
力
強
化
の
大
切
な
取
り
組
み

だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
も
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
で
き
た
こ
と
で
、
本

学
の
研
究
力
や
産
学
官
連
携
の
実
績
な

ど
が
、
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
る

レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
は
本
学
に
と
っ
て
大
き

な
収
穫
で
す
。
し
か
し
、
海
外
大
の
躍

進
が
め
ざ
ま
し
く
、
日
本
の
大
学
の
ラ

ン
ク
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
海
外
大
と
同

じ
か
そ
れ
以
上
の
努
力
を
し
な
い
と
、

世
界
で
は
後
れ
を
取
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
際
競
争

力
を
高
め
る
に
は
、
国
際
性
の
向
上
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
国
際
共
同
研
究
の
拡
充
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
2
0
1
6
年
に
国

際
学
部
を
新
設
し
、
1
年
間
の
全
員
留

学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

毎
年
5
0
0
人
規
模
で
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
た
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
増
え

て
い
ま
す
。

　
国
際
共
同
研
究
で
は
、
約
2
0
0
校

の
海
外
提
携
校
を
中
心
に
研
究
室
単
位

で
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増
や
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
狙
い
は
、
研
究
者
同

士
の
国
際
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　
本
学
の
ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
を
分
野

別
に
分
析
す
る
と
、
論
文
の
発
表
数
や

論
文
の
引
用
回
数
は
比
較
的
高
い
ス
コ

ア
を
得
て
い
る
一
方
、
そ
れ
が
評
判
調

査
の
ス
コ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
世
界
の
研
究
者
に
、

「
K
I
N
D
A
I
」
が
認
知
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
世
界
に
お
け
る
大
学
評
価
で
は
、
評

判
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

努
力
す
る
だ
け
で
は
評
価
さ
れ
ず
、
そ

の
努
力
が
周
囲
に
認
め
ら
れ
信
用
さ
れ

る
こ
と
で
初
め
て
評
価
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
国
際
共
同
研
究
を
拡
充

し
、「
K
I
N
D
A
I
」
の
理
解
者
を

世
界
中
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
本

学
の
世
界
的
評
価
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
あ
る
も
の
の
改
善

や
発
展
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
潮
流
を

捉
え
て
戦
略
的
に
教
育
を
創
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
点
で
、
海
外
の

大
学
と
の
情
報
交
換
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
本
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る

大
学
に
は
そ
の
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

あ
る
研
究
大
学
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
大

学
か
ら
は
大
学
経
営
の
戦
略
性
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。
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特集●国際競争力を高めるための世界大学ランキング

　近畿大学では、14学部を有する総合大学のメリットを生かして、多岐にわた
る専門分野をつなぎあわせ、大学として研究力を高めることに取り組んで
いる。それが「研究コア」で、所属学部や学科の枠を越えてプロジェクト体
制で研究を推進するしくみだ。研究分野としては５つのクラスターが設定さ
れており、提案者はその中から１つを選んで、提案内容やプロジェクトチー
ムの構成などを決めて、申請する。細井副学長は「学部を横断する研究チーム
をつくり、『オール近大』で取り組むことで、研究力をさらに強化できる」とそ
の意気込みを話す。

副学長 細井美彦

国
際
共
同
研
究
を
強
化

学部を問わずプロジェクトごとに
研究者を募るシステムで研究力を伸ばす

「
K
I
N
D
A
I
」の
理
解
者
を
世
界
に
広
げ
る

国
際
共
同
研
究
を
拡
充
し

世
界
的
評
価
を
高
め
る

戦
略
的
な
教
育
に
よ
っ
て

次
世
代
の
研
究
者
を
育
む

▶大学院の学修・研究環境の改善（社会で活躍できる大学院修了生の育成
　をめざして、専門を超えて知を俯瞰し活用する力を育てる体制の整備など）

▶学部横断の研究コアを推奨
▶学術研究支援部にて科研費の執行などを支援
▶研究助成金制度による支援（一般研究助成、40歳以下の若手研究者
　を支援する奨励研究助成金など）

▶研究や研究者の見える化（researchmapへの研究公開）
▶海外トップレベル大学との研究協力を強化

▶民間企業からの受託研究実施件数は275件で全国２位 となっており、
　リエゾンセンターにて産官学連携・交流を推進（研究シーズ集の作成や
　研究公開フォーラムの開催など）

▶国際学部新設によるキャンパスのグローバル化、海外提携校との国際
　共同研究の推進など
▶海外提携校の拡充による留学生の増加や国際共同研究の推進

競
争
原
理
の
導
入
な
ど
、研
究
活
動
の
活
性
化
に

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
近
畿
大
学
。

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
対
応
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

学生数／ 30609 人　学部／法、経済、経営、理工、建築、薬、文芸、総合社会、国際、農、医、生物理工、工、産業理工、短期大
大学院／法学、商学、経済学、総合理工学、薬学、総合文化、農学、医学、生物理工学、システム工学、産業理工学
▶THE 世界大学ランキング 2016-17 ／ 601-800 位
▶同アジア大学ランキング 2017 ／ 191-200 位
▶同世界大学ランキング日本版 2017 ／ 54 位

教育

研究

被引用論文

産業界からの収入

国際性

教育

国際性

分野 重点度 取り組み 指標

研究

被引用論文

産業界からの
収入

指標 スコア 順位 参考データ

15.6

 9.4 

35.4

37.0

20.4

1001+位

801-1000位

601-800位

601-800位

801-1000位

ＳＴ比率／13.0

留学生の割合／２％

女男比／29 ： 71

▶世界大学ランキングの窓口は、インターナショナルセンターが担当　　
▶教育は全学組織である21世紀教育改革委員会を中心に方針を定め、改革を推進取り組み体制

教育

研究

被引用論文

注目
！

国際性

産業界
からの収入

総合 15.6-21.4 801-1000位

科研費の申請・採択
や論文数（個人研究
費の金額に反映）

35.4

9.4

15.6

37.0

20.4

＊各大学による重点度　◎：より一層伸ばす強み　○：課題あり　△：今後力を入れていきたい

５
つ
の
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー

近畿大学の全研究分野を
５つのクラスターに分類

知の創造

未来社会・未来技術

次世代の食と植

環境・エネルギー・再生

健康・長寿・発達

＊１ 文部科学省「平成27年度　大学等における産学連携等実施状況について」より
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